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学生への指導方針 

我々の有するシングルセルレベルで解析可能な高次免疫学的マルチオミクス解析基盤を臨

床検体の解析に応用することで、ヒト免疫学を軸とした実用化研究を推進できるような研究

者の育成を目指しています。将来的に国際的な舞台で活躍できるよう、留学のサポートも含

めて、積極的に国内外の共同研究にも加わっていただくように指導しています。 

学生に対する要望 
研究への熱意があること、世界標準を意識して研究を進めること、個人プレーとチームプレ

ーを両立できること 

問 合 せ 先 

(Tel) 072-641-9819 

担 当 者 山本 拓也 
(Email) yamamotot2@nibiohn.go.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 
まずは研究室に連絡し、見学に来て下さい。 

 

（以下教室紹介） 

当研究室では、感染症や難治性がんに対する免疫学的研究を軸としたトランスレーショナルリサーチに取り組

んでいます。我々の研究室の強みである「シングルセルレベルで解析可能な高次免疫学的マルチオミクス解析基盤」

を駆使して、非ヒト霊長類やヒト臨床検体を用いて疾患毎に多様な表現型を示す免疫応答を解き明かし、将来的

には新しいワクチンや免疫療法の開発に繋げることを目指しています。 

感染症研究としては、HIV、HBV などの慢性感染症を引き起こすウイルス、インフルエンザウイルス、新型コ

ロナウイルスなどの急性感染症を引き起こすウイルスのどちらも研究対象としており、非ヒト霊長類サルモデル

とヒト臨床検体とを相互に比較しながら研究を進めています。特にサル検体を用いた高次免疫解析技術について

は、他に類を見ないノウハウ、抗体ライブラリとデータを蓄積しており、また基盤研の誇る霊長類センターとの

パートナーシップにより、前臨床モデルとしての非ヒト霊長類の有用性を最大限に活用できる環境が整っていま

す。慢性感染症に関しては、HIV や HBV の functional cure に繋がるような新規免疫療法の開発を目指してプ

ロジェクトを進めています。急性感染症に関しては、ワクチン開発研究を中心に進めており、常に新しいモダリ

ティを取り入れるよう心掛けています。特に現在は、新型コロナウイルスワクチン開発、ユニバーサルインフル

エンザワクチン開発に力を入れており、早期実用化を意識して研究を進めています。 

がん関連の研究としては、膵臓がんをはじめとする難治性のがんに対する新規がん免疫療法の開発を目指し研

究を進めています。膵臓がんの予後は極めて悪く、全体の 5 年生存率は 10％に満たないとも言われていますが、

その最大の理由は、早期診断が難しく、治療手段が少ないという点です。我々は、最先端のフローサイトメータ

ーと scRNAseq を駆使し、免疫応答を多角的に評価することにより、病態を反映するバイオマーカーの探索を進

めるとともに、がん特異的な免疫応答反応を見出し、早期診断系の確立と、新しい治療戦略を構築するための基

礎研究を行っています。臨床への還元を目指した研究を行うため、臨床検体にこだわった研究を行っており、全

国でも有数のハイボリュームセンターである大阪国際がんセンターをはじめとした各臨床機関と連携しながら

積極的に進めています。 

研究室ではいずれのテーマにおいても、常に実用化を念頭に置き、様々な製薬企業等との産学連携を進めてい

ます。アカデミアと製薬企業とがどのようにして協奏的に創薬研究を進めていくのかという実用化プロセスの一

端にふれることも可能であると考えています。常に世界に向けて発信できるような研究者を育成したいと考えて

おり、将来的に国際的な舞台で活躍できるよう、留学のサポートも含めて、積極的に国内外の共同研究にも加わって

いただくように指導しています。上記いずれかのテーマに興味があり熱意を持って取り組みたいという希望者に

おかれましては、一度お気軽にラボを見学に来てください。 

共にこれから先の医療を少しでも良くしたいと思う熱意の有る方の参加を待っています。 

研究内容： 

感染症関連 1. mRNA/saRNA ワクチン開発基盤の構築 

2. エイズ根治を目指した免疫療法の開発 

3. functional cure を可能とする B 型肝炎ウイルスに対する免疫学的研究 

4. ユニバーサルインフルエザワクチンの開発 

5. 新規 COVID-19 ワクチン開発研究 

がん関連 1. 膵がんに対する新規がん免疫療法の開発 

2. メラノーマに対する新規がん免疫療法の開発 


